
植樹祭メモリアルライン
ウォーキングコース

空の駅こまつ

スカイパークこまつ翼スカイパークこまつ翼

里山自然学校

植樹祭式典会場
木場潟公園

植樹祭植樹会場
憩いの森

クリエイティブディレクター /よねだみむね　チーフエディター /高柳豊　アートディレクター /横山真紀　デザイナー /長根尾勇太　スペシャルサンクス /番作真奈美　表紙写真 /木田智滋

新幹線（北陸新幹線利用） 3時間　　　
新幹線（東海道新幹線利用） ４時間
高速バス（八王子～小松） ８時間50分

特急電車 ２時間10分
高速バス ４時間10分
車 3時間30分

特急電車 ２時間10分
高速バス 3時間10分
車 2時間30分

 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で

　

小
松
市
は
、
加
賀
平
野
の
中
心
に
位

置
し
、
日
本
海
と
霊
峰
白
山
に
囲
ま
れ

た
水
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
ま
た
、

古
く
よ
り
広
域
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、

現
在
は
、
歴
史
文
化
や
も
の
づ
く
り
力

な
ど
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
資
源

を
活
か
し
、「
乗
り
も
の
の
ま
ち
」、「
歌

舞
伎
の
ま
ち
」、「
科
学
と
交
流
」、「
環

境
王
国
こ
ま
つ
」
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で
、

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
成
長
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

小
松
市
は
北
陸
三
県
で
初
め
て
「
環

境
王
国
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

木
場
潟
か
ら
望
む
霊
峰
白
山
と
い
う
日

本
一
の
眺
望
を
誇
る
自
然
と
歴
史
や
文

化
に
培
わ
れ
た
安
心
・
安
全
な
農
産
物
、

四
季
折
々
の
山
海
の
幸
を
「
こ
ま
つ
も

ん
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
全
国
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

石
川
県
小
松
市
長

和
田 

愼
司



「カヌーの聖地」としての知名度も
高い木場潟。（写真／木田智滋）

木場潟は桜の名所としても知られる。3月22日には植樹祭会場の「木場潟」から記念植樹会場の「憩いの森」を結んだウォー
キングコース『植樹祭メモリアルライン』が完成した。

春の木場潟と白山。手前は特別栽培米「エコ育ち」の水田。

華道家野村天圭衣（てんけい）さんの巨大生花オブジェ。
（平成 26 年 5 月 18 日）　（写真／木田智滋）

応援イベント
「木場潟キャンドルナイトウオーキング」
（平成 26 年 8 月 23 日）

どんぐり・苗木のホームステイの様子。（小松市の稚松小学校）

今年の 3月 7日に安宅林国有林で行われた全国植樹祭地域リ
レー植樹。小松・能美ブロック緑の少年団の子どもたちの他、
小松市のイメージキャラクター・カブッキーも参加した。
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成
二
十
七
年
五
月
十
七
日
開

催
の
、
第
六
十
六
回
全
国
植

樹
祭
い
し
か
わ
二
○
一
五
の
主
会
場

で
あ
る
小
松
市
の
木
場
潟
は
、
柴
山

潟
、
今
江
潟
と
と
も
に
加
賀
三
湖
と

呼
ば
れ
、
県
内
で
唯
一
干
拓
さ
れ
ず

に
自
然
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
お
り
、

そ
の
水
郷
風
景
は
「
い
し
か
わ
の
自

然
百
景
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
特

に
潟
越
し
に
見
る
霊
峰
白
山
の
姿
は

絶
景
で
、
白
山
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　

多
く
の
市
民
、
県
民
に
愛
さ
れ
て

い
る
木
場
潟
公
園
は
、
昭
和
五
十
七

年
に
県
営
公
園
と
し
て
開
園
。
面
積

は
四
九
・一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
周
辺
の
田

園
風
景
と
調
和
す
る
よ
う
に
整
備
さ

太
古
の
ま
ま
の
姿
を
残
す
湖
。

木
場
潟
が
小
松
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
。

平

3

年
の
五
月
十
八
日
に
、
開

催
一
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
全
国
植
樹
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が

木
場
潟
公
園
中
央
園
地
で
開
催
さ

れ
た
。
小
松
市
の
緑
の
少
年
団
代

表
か
ら
苗
木
と
花
の
引
き
渡
し
が

行
わ
れ
、
谷
本
石
川
県
知
事
や
和

第
六
十
六
回
全
国
植
樹
祭

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

昨

れ
、
多
く
の
野
鳥
や
水
生
植
物
が
生

息
し
て
い
る
。

　

潟
の
周
囲
に
は
、
四
つ
の
園
地
が

整
備
さ
れ
一
周
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
園
路
が
結
び
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
と
も
な
っ
て

い
る
。
ま
た
カ
ヌ
ー
競
技
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、「
カ
ヌ
ー
の
聖
地
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

田
小
松
市
長
ら
が
緑
の
少
年
団
と
一

緒
に
ア
テ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
の
記
念

植
樹
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
巨
大
な
生
け
花
オ
ブ

ジ
ェ
の
制
作
や
苗
木
の
無
料
配
布
、

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
他
、
親
子
ら
が
六
・
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
園
路
を
巡
る
「
白
山
眺
望
ウ

オ
ー
ク
」、 

一
万
人
が
手
を
つ
な
い
で

木
場
潟
を
囲
む
「
ス
マ
イ
ル
木
場
潟
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。（
表
紙
写
真
）

　

八
月
二
十
三
日
に
は
、
応
援
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
園
路
に
並
べ
ら
れ
た
約

七
千
個
の
ろ
う
そ
く
を
眺
め
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る
「
木
場
潟
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
も

開
催
さ
れ
、
全
国
植
樹
祭
の
P
R

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
植
樹
祭
に
向
け
て
、
自

宅
や
学
校
、
企
業
で
コ
ナ
ラ
や
ク

ヌ
ギ
の
苗
木
を
育
て
て
も
ら
う
「
ど

ん
ぐ
り
・
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

活
動
も
石
川
県
全
域
で
行
わ
れ
る

な
ど
、
植
樹
祭
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
取
り
組
み
が
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
。



東本願寺　御影堂（明治 28 年竣工）

「加賀献木木遣り保存会」が再現した「加賀献木木遣り」。 丸山村の献木根株（直径約 120cm）『小
松教区における東本願寺再建の歩み』
より。

ジョッキ形木製品 木製匙（さじ）

国の重要文化財指定品の一部／撮影 小川忠博

●八日市地方遺跡の出土品は小松市埋蔵
文化財センターで見学いただけます。 
小松市原町ト 77-8 
TEL:0761-47-5713 

※全国植樹祭記念公開展
　「木・木・考古学ー木で学ぼう！
　こまつの原始ー」
　3/19（木）～6/21（日）を予定。 
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代
に
お
い
て
木
場
潟
は
、
潟

や
入
り
江
の
ほ
と
り
に
住
む

人
々
の
魚
貝
な
ど
の
採
取
の
場
と
し

て
、
そ
の
後
は
内
陸
の
大
杉
谷
の
木

材
を
舟
で
小
松
、
安
宅
の
消
費
地
へ

治
時
代
、
火
災
で
焼
失
し
た

東
本
願
寺
の
再
建
が
行
わ
れ

た
時
、
吉
崎
御
坊
に
蓮
如
上
人
が
来

訪
し
て
以
来
、
真
宗
王
国
と
言
わ
れ

た
加
賀
地
域
の
門
徒
た
ち
が
自
慢

の
巨
木
を
寄
進
し
た
。
小
松
の
大
杉
、

日
用
、
丸
山
、
西
俣
、
赤
瀬
な
ど
の

小
松
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
木
場
潟

東
本
願
寺
の
再
建
と
木
場
潟

運
ぶ
木
材
の
集
散
地
と
し
て
、
常
に

小
松
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

　
「
木
場
」
の
名
は
、
木
材
の
集
積
地

で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

昭
和
の
中
頃
ま
で
木
場
潟
周
辺
の

ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
舟
を

持
ち
、
木
場
潟
に
入
り
込

ん
で
い
た
無
数
の
水
路
を

農
作
物
の
運
搬
や
人
の
移

動
に
利
用
し
て
い
た
。
木

場
町
の
辺
り
は
遠
浅
で
砂

浜
が
あ
り
、
木
場
潟
は
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
水

が
き
れ
い
だ
っ
た
。
農
家

は
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と

し
て
鮒
や
鯉
、
ナ
マ
ズ
や

鰻
な
ど
を
捕
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
昭
和
三
十
四
年
に

農
地
の
区
画
整
理
が
始
ま

り
、
水
路
が
埋
め
立
て
ら

れ
た
こ
と
で
木
場
潟
の
環

境
は
大
き
く
変
化
し
た
。

　

一
時
は
水
質
悪
化
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た

が
、
様
々
な
水
質
浄
化
の

取
組
み
が
行
わ
れ
、
そ
の

水
質
は
少
し
ず
つ
改
善
し

て
き
て
お
り
、
水
草
も
復

活
し
て
き
て
い
る
。

ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
マ
ツ
、
ス
ギ
が

切
り
出
さ
れ
、
木
遣
り
歌
を
響
か
せ

な
が
ら
人
力
で
木
場
潟
に
集
め
、
水

運
で
安
宅
港
へ
と
運
ん
だ
。
大
木
を

山
中
か
ら
人
力
の
み
で
引
っ
張
る
作

業
は
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
も
の
で

住
民
総
出
の
大
仕
事
で
あ
っ
た
。

古

明

小松市の木場潟に復元された舟小屋。漁業や農業のほか、人や物資の輸送に舟は欠かせない存在で、
木場潟にはその舟を係留するための舟小屋が点在していた。

5

文
時
代
の
早
期
、
今
か
ら

一
万
年
前
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
、

今
江
潟
の
加
賀
三
湖
は
ま
だ
海
の
中

に
あ
り
、
そ
の
後
、
海
退
が
進
ん
で

弥
生
時
代
の
お
よ
そ
二
千
年
前
に
は

加
賀
三
湖
が
形
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
初
期
は
一
つ
の
入
江
だ
っ

た
も
の
が
、
木
場
潟
、
柴
山
潟
、
今

江
潟
の
順
で
形
成
さ
れ
た
。

　

現
在
の
Ｊ
Ｒ
小
松
駅
東
側
で
発
見

さ
れ
た
八
日
市
地
方
遺
跡
は
北
陸
を

代
表
す
る
弥
生
時
代
中
期
の
大
規
模

集
落
遺
跡
で
、
出
土
し
た
大
量
の

土
器
や
石
製
品
、
木
製
品
の
う
ち

一
〇
二
〇
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
海
側
の
重
要
な
古
代
遺
跡
は

海
に
面
し
た
ラ
グ
ー
ン（
潟
）
の
側
に

あ
り
、
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
八
日
市

地
方
遺
跡
は
当
時
は
今
の
J
R
小
松

駅
付
近
ま
で
広
が
っ
て
い
た
木
場
潟

（
当
時
は
加
賀
三
湖
と
し
て
一
体
）
の

中
に
半
島
の
よ
う
に
突
き
出
す
よ
う

に
位
置
し
て
い
た
。

　

集
落
が
大
規
模
に
な
る
と
人
口
が

爆
発
的
に
増
え
る
た
め
、
生
活
に
必

要
な
様
々
な
物
資
の
流
通
の
た
め
に

木
場
潟
の
存
在
が
生
み
出
し
た

古
代
・
小
松
の
高
度
で
豊
か
な
木
の
文
化

潟
の
存
在
は
と
て
も
重
要
な
要
素
で

あ
っ
た
。

　

八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

木
製
品
に
使
わ
れ
た
木
の
種
類
は

八
〇
種
類
以
上
に
上
り
、
用
途
に
応

じ
て
木
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
木
材
は
建
物
に
も

使
わ
れ
て
い
て
、
大
き
な
木
材
は
木

場
潟
を
利
用
し
て
能
美
丘
陵
か
ら
運

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
は
石
の
道
具
で
木
を
削
っ
て

い
た
が
、
木
を
選
び
、
木
目
を
読
ん

で
加
工
す
る
技
術
は
現
在
の
木
工
の

人
間
国
宝
も
驚
く
ほ
ど
非
常
に
高
度

な
も
の
で
あ
る
。

　

弥
生
時
代
に
お
い
て
、
現
在
の
山

陰
地
方
か
ら
北
陸
に
か
け
て
の
日
本

海
側
の
地
域
は
先
進
的
な
木
工
技
術

を
有
し
て
い
て
、
八
日
市
地
方
遺
跡

は
そ
の
東
端
に
あ
た
り
、
八
日
市
地

方
遺
跡
の
存
在
は
、
東
日
本
へ
の
文

化
の
伝
播
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を

縄

担
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

飛
鳥
時
代
以
降
に
は
、
木
場
潟
の

ほ
と
り
で
渡
来
人
を
中
心
と
し
た
工

人
集
落
が
誕
生
し
、
木
場
潟
対
岸
の

丘
陵
地
は
日
本
海
側
屈
指
の
製
陶
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
と
な
る
。

　

弥
生
時
代
以
降
、
高
度
な
技
術
を

持
っ
た
古
代
史
上
重
要
な
地
域
と

な
っ
た
の
は
、
木
場
潟
と
梯
川
と
い

う
水
の
恵
み
、
豊
富
な
森
林
資
源
、

白
山
と
い
う
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
そ
し

て
碧
玉
な
ど
の
豊
か
な
地
下
資
源
の

産
出
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

や
が
て
、
中
世
に
な
り
、
八
日
市

地
方
遺
跡
か
ら
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

東
に
加
賀
国
の
国
府
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
も
、
木
場
潟
と
梯
川
、

そ
し
て
白
山
の
存
在
が
大
き
く
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

木
場
潟
無
く
し
て
は
、
今
に
つ

な
が
る
小
松
は
あ
り
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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松
の
中
心
部
の
交
差
点
に
八

基
の
曳
山
が
各
町
か
ら
集

ま
っ
て
き
た
。
大
勢
の
観
客
が
見
守

る
中
、
拍
子
木
の
小
気
味
良
い
音
と

「
ヨ
ー
イ
ヤ
ハ
ッ
ス
ン
」
と
い
う
音

頭
で
、大
き
な
曳
山
が
動
く
。「
ハ
ッ

ス
ン
」
と
は
「
八
寸
（
約
三
〇
セ
ン

チ
）」
の
こ
と
で
、
拍
子
木
に
合
わ
せ

て
八
寸
だ
け
動
か
せ
と
い
う
合
図
だ
。

　

菟う
は
し橋
神
社
と
本も
と
お
り
ひ
よ
し

折
日
吉
神
社
の
祭

礼
と
し
て
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）

か
ら
三
六
〇
年
余
り
の
歴
史
を
持

つ
「
お
旅
ま
つ
り
」。
こ
の
祭
り
の

華
は
何
と
言
っ
て
も
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
に
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
る
曳
山
子
供
歌
舞
伎
だ
。

曳山八基曳揃え

現在、小松には八基の曳山があるが、

以前は十基あったものが昭和七年の

大火で二基が失われた。もっと古く

は十数基もあったとも言われてい

る。お旅まつりの祭礼として曳山を

出すかどうかは各町が独自に判断し

ていたが、子供歌舞伎を上演するに

は多大な費用と人力が必要で参加す

る曳山がだんだん少なくなってきた

ため、昭和二六年以降、毎年ニ町が

当番で曳山を出すことになり、平成

五年からは当番以外の町も歌舞伎は

上演しないものの、曳山を出し、八

基が勢揃いするようになっている。

小
松
の

町
衆
文
化
の
象
徴
、

お
旅
ま
つ
り
と

曳
山
子
供
歌
舞
伎
。

小 霊
峰
白
山
を
望
む
加
賀
平
野
の

水
田
に
早
苗
が
植
え
ら
れ
、

里
山
の
緑
が
色
濃
く
な
る
。

風
薫
る
五
月
の
中
旬

「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
小
松
は

町
全
体
が
劇
場
と
な
り
、
躍
動
す
る
。

　

夕
日
に
空
が
染
ま
り
、
八
基
の
曳

山
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
こ

の
年
の
二
つ
の
当
番
町
の
曳
山
を
舞

台
に
華
麗
な
時
代
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
子
供
た
ち
が
浄
瑠
璃
と
三
味
線
に

合
わ
せ
て
歌
舞
伎
を
演
じ
る
。

　

子
供
た
ち
は
祭
り
の
数
个
月
前
か

ら
台
本
を
読
み
始
め
、
一
カ
月
ほ
ど

前
か
ら
毎
日
厳
し
い
稽
古
に
励
む
。

だ
か
ら
子
供
の
歌
舞
伎
だ
か
ら
と

言
っ
て
侮
っ
て
は
い
け
な
い
。
演
技

の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
の
も
の
で
感
動

モ
ノ
だ
。
表
舞
台
に
立
つ
子
供
た
ち

の
努
力
も
た
い
し
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
を
支
え
る
町
の
大
人
た
ち
の
努
力

も
一
層
だ
。

二
〇
一
六
年
に
曳
山
誕
生
二
五
〇
年
を

迎
え
る
曳
山
子
供
歌
舞
伎
。

子
ど
も
の
歌
舞
伎
だ
か
ら
と

侮
っ
て
は
い
け
な
い
。

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ゲ
ー
ム
機

も
な
い
時
代
の
人
々
は
、
今
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
歌
舞
伎
に
夢
中

に
な
っ
て
い
た
。

　

江
戸
の
中
期
、
加
賀
絹
と
呼
ば
れ

る
絹
織
物
で
栄
え
た
小
松
は
、
そ
の

財
力
と
前
田
利
常
公
が
小
松
に
入
城

し
て
以
来
蓄
積
し
て
き
た
職
人
の
技

に
よ
り
、
小
松
独
特
の
豪
華
な
曳
山

を
造
り
上
げ
、
子
供
歌
舞
伎
を
上
演

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
小
松

の
人
口
は
一
万
人
足
ら
ず
。
そ
の
町

に
多
い
時
で
十
数
基
も
の
曳
山
が
作

ら
れ
子
供
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
て
い

た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
小
松
の
町

衆
の
財
力
が
豊
富
だ
っ
た
か
、
ま
た

江
戸
時
代
の
人
々
が
歌
舞
伎
に
熱
狂

し
て
い
た
か
を
想
像
で
き
る
。

　

そ
の
歌
舞
伎
へ
の
熱
狂
は
時
代
を

経
て
昭
和
の
時
代
ま
で
続
く
が
、
戦

後
、
全
国
各
地
に
映
画
館
が
作
ら
れ
、

や
が
て
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
よ
う
に

な
る
と
歌
舞
伎
へ
の
熱
は
冷
め
て
い

く
。
一
時
、
観
客
は
一
人
二
人
と
数

え
ら
れ
る
ほ
ど
し
か
集
ま
ら
な
か
っ

た
時
代
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

し
か
し
高
度
成
長
期
が
終
わ
り
、

人
々
が
モ
ノ
に
よ
る
豊
か
さ
か
ら
心

の
豊
か
さ
に
視
点
を
移
す
よ
う
に
な

る
と
、
祭
り
に
人
が
戻
っ
て
来
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
農
村
部
だ

け
で
な
く
都
市
部
で
も
祭
り
を
維
持

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
中
、
町
衆
文
化
を
引
き
継
ぐ
小
松

の
町
の
人
た
ち
の
情
熱
、
誇
り
、
心

意
気
、
そ
し
て
小
松
市
や
地
元
企
業

な
ど
の
支
援
に
よ
り
近
年
の
曳
山
子

供
歌
舞
伎
は
盛
況
で
あ
る
。

  

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
ま
だ
小

松
の
曳
山
子
供
歌
舞
伎
を
体
感
し

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
そ
の
目

と
そ
の
耳
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

京町の曳山は寛政４年（1792）建造。京町出身の彫刻家村上鉄堂の手によるむ
しこの上の腰彫と、見送りの彫刻が見事。

大文字町の曳山は那谷寺造営にあたった加賀
藩の名匠・山上善右衛門の流れを組む工人達
が建造し、那谷寺本殿を再現したといわれて
いる。那谷寺三重塔の壁板彫刻を模した８面
の牡丹と唐獅子の彫刻が素晴らしい。

西町の曳山は寛政２年 (1790)に、加賀藩の
名匠・山上善右衛門の流れを組む大工の棟梁・
藤山清九郎が建造。唐門式の風格ある様式が
美しい。

寺町の曳山の天井。寺町出身の江戸時代の九谷
焼の名工、北市屋平吉の描いた鳳凰図は必見。

今 小
松
の
町
衆
文
化
の

象
徴
と
し
て
。
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小
松
市
で
は
、
環
境
王
国
こ
ま
つ

の
「
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い
」
の
農

産
物
を
活
か
し
て
開
発
さ
れ
た
商
品

を
「
こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
す
る
こ
と
で
、
地
元
農
産
物
の

利
用
拡
大
と
環
境
王
国
こ
ま
つ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

　

認
定
商
品
は
平
成
二
十
七
年
三

月
末
現
在
で
、一
〇
〇
品
を
越
え
る
。

　

昨
年
の
九
月
二
十
九
日
に
は
、

こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査

会
が
開
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
特
に

優
れ
た
商
品
を「
こ
ま
つ
も
ん
ゴ
ー

ル
ド
」
と
し
て
認
定
し
た
。
ま
た
、

同
じ
日
に
、「
お
み
や
げ
こ
ま
つ
も

ん
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
も
行
わ

れ
、
小
松
市
産
の
農
産
物
を
使
用

し
た
お
み
や
げ
も
の
と
し
て
、
優

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
四
品
が

「
お
み
や
げ
こ
ま
つ
も
ん
★
一
番

星
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
「
こ
ま
つ
も
ん
ゴ
ー
ル
ド
」
に
認
定

さ
れ
た
「
大
麦
バ
ウ
ム
」
を
製
造
す

る
辻
口
博
啓
さ
ん
の
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

＆
カ
フ
ェ
、
ル 

ミ
ュ
ゼ 

ド
ゥ 

ア
ッ

シ
ュ
K
A
N
A
Z
A
W
A
。
辻
口
さ

ん
は
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
石
川

県
に
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
大
麦
が
あ

【こまつもんゴールド】マイルドトマトカレー（JA小松市）、大麦バウム（ル ミュゼ ドゥ アッシュ 
KANAZAWA）、六さん健康おにぎり（道の駅こまつ木場潟）、純米自然酒　蛍舞（東酒造）、農家ま
りちゃんの手作りトマトジャム（まるしょう）、小松うどん今昔綸子（中石食品工業）
【おみやげこまつもん★一番星】こまつのじわもんベジおやつ　にんじんチーズケーキ（S.O.T. 
cafe）、大麦を使ったにんじんのスープ（JA小松市）、神泉カブッキー本醸造（東酒造）、シャンデュ
オルジュ（あんずの木）
※こまつもんブランド認定商品についてのお問い合せは、環境王国こまつ推進本部 TEL: 0761-24-
8078 まで。

こまつもんブランド認定審査会会長の里井真由美さん。
（１級フードアナリスト、フードライター）

こまつもんブランド
認定ロゴマーク。

大麦バウムはルミュゼドゥアッ
シュ KANAZAWA のアトリエで専
任のパティシエがつきっきりで丁
寧に焼き上げられる。

ル ミュゼ ドゥ アッシュ KANAZAWA の
シェフパティシエ、永田欽哉さん。

　

こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
取
組

み
は
、「
食
」
を
通
じ
て
地
域
や
人

の
繋
が
り
を
強
め
て
く
れ
る
、
素

晴
ら
し
い
企
画
で
す
。
出
品
さ
れ

た
皆
様
の
店
舗
へ
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
の
皆
さ
ま
の
熱
意

は
す
ご
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。「
地
産
地
消
」
を
重
ん
じ
、
皆

が
「
こ
ま
つ
ら
し
さ
×
お
い
し
さ
」

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
街
全
体

が
活
性
化
さ
れ
て
い
く
の
だ
な
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

お
み
や
げ
こ
ま
つ
も
ん
の
審
査

に
お
い
て
は
、「
こ
ま
つ
ら
し
さ
」

る
こ
と
が
奇
跡
で
し
た
」
と
絶
賛
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
は
同
店
の
シ
ェ

フ
パ
テ
ィ
シ
エ
永
田
欽
哉
さ
ん
に
、

小
松
市
産
大
麦
を
使
っ
た
今
回
の
商

品
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
洋
菓
子
業
界
で
は
大

麦
を
素
材
と
し
て
使
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
小

松
市
さ
ん
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
き
、

辻
口
と
大
麦
ピ
ュ
ー
レ
の
特
性
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
洋
菓
子

に
使
っ
た
ら
す
ご
い
も
の
が
で
き

る
の
で
は
と
い
う
予
想
は
し
て
い

ま
し
た
。
と
に
か
く
初
め
て
使
う

素
材
だ
っ
た
の
で
実
際
に
商
品
に

な
る
ま
で
の
約
半
年
間
で
通
常
の

倍
以
上
の
四
〇
回
ほ
ど
試
作
を
重

ね
ま
し
た
。
小
麦
や
米
粉
な
ら
今

ま
で
の
経
験
と
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

あ
り
ま
す
が
、
初
め
て
使
う
大
麦

で
は
仕
上
が
り
の
ソ
フ
ト
さ
と
固

形
力
の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
を
見
極
め

る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
ソ
フ
ト
な
口
当
た
り

が
特
徴
の
良
い
商
品
に
仕
上
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
大
麦
が
バ
タ
ー

や
卵
の
風
味
を
邪
魔
し
な
い

の
も
良
い
で
す
ね
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り
、

大
麦
の
豊
か
な
穂
を
連

想
さ
せ
る
高
級
感
の
あ

る
ゴ
ー
ル
ド
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

地
元
農
産
物
の
利
用
拡
大
と

環
境
王
国
こ
ま
つ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
組
み

は
も
ち
ろ
ん
、
お
み
や
げ
と
し
て

持
ち
帰
り
た
い
と
お
も
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
が
重
要
で
す
。
お
い

し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
は
「
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
や
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」「
ア

ピ
ー
ル
度
の
高
い
P
O
P
」
な
ど

も
考
慮
さ
れ
た
品
が
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

お
み
や
げ
の
強
み
の
一
つ
は
、

そ
の
も
の
自
体
が
人
の
手
に
渡

り
、良
さ
を
拡
散
で
き
る
事
で
す
。

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
商
品
を
作
る

に
は
、
若
い
方
か
ら
年
配
の
方
ま

で
様
々
な
分
野
の
方
々
が
一
丸
と

な
り
、
ま
た
官
民
が
一
体
に
な
り

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
小
松
が
地

方
創
生
の
見
本
と
な
る
よ
う
、
私

も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

辻
口
は
日
頃
か
ら
ス
イ
ー
ツ
を

通
し
て
地
域
や
、
地
域
の
素
材
を

広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
弊
社
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
に

小
松
市
産
の
大
麦
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
小
松
の
大
麦
、

石
川
の
魅
力
を
日
本
全
国
、
そ
し

て
世
界
へ
と
広
く
発
信
し
て
行
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ま
つ
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
が

果
た
す
べ
き
役
割

ス
ー
パ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ
も
絶
賛
し
た

小
松
市
産
大
麦
ピ
ュ
ー
レ
の
魅
力

里
井
真
由
美
さ
ん

永
田
欽
哉
さ
ん

フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス
ト

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
エ

ルミュゼドゥアッシュ
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二
〇
一
三
年
の
十
月
一
日
、
小
松
市

の
食
と
観
光
情
報
を
集
め
た
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
空
の
駅
こ
ま
つ
」
が
小
松
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。

小
松
空
港
は
年
間
二
〇
〇
万
人
が
利
用
す

る
北
陸
の
空
の
玄
関
口
。
そ
の
好
立
地
を

活
か
し
、
環
境
王
国
に
認
定
さ
れ
て
い
る
小

松
市
産
の
農
産
物
を
加
工
し
た
様
々
な
六
次

産
業
化
商
品
の
他
、
地
元
農
産
物
、
日
本
酒

や
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
の
九
谷
焼

な
ど
の
七
百
点
を
越
え
る
豊
富
な
品
揃
え

と
、
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
小
松
の
幅
広
い
魅
力
を
発
信
す
る
。
週

末
に
は
地
元
業
者
自
ら
が
店
頭
に
て
対
面
販

売
を
実
施
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
ま

た
二
階
に
は
「
空
カ
フ
ェ
」
も
あ
り
、
小
松

市
産
の
お
米
な
ど
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
間
の
利
用
者
数
は

カ
フ
ェ
を
併
せ
て
十
万
人
を
越
え
、
売
上

も
約
一
億
円
と
好
調
だ
。

　
「
道
の
駅
」
が
一
九
九
三
年
に
登
場
し
て

か
ら
二
〇
一
三
年
で
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
。「
道

の
駅
」
は
地
域
産
業
振
興
の
拠
点
、
人
び
と

の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し
な

が
ら
進
化
を
遂
げ
、
地
域
の
人
だ
け
で
な
く

多
く
の
観
光
客
も
惹
き
つ
け
る
重
要
な
存
在

コマツの建設機械「コマツ９３０Ｅ」をイメージし
た九谷焼超大型ダンプトラックモデルが目を引く。

のどぐろ干しなどの海鮮品も人気。

JA小松市のトマトカレーなど、地元グルメを空港内で手軽に味わうことができる空カフェ。

週末に行われる地元業者による対面販売では、お客様の生の声を商品開発の参考にしている。

空の駅こまつ
小松市浮柳町ヨ 50番地

小松空港ターミナルビル内
TEL 0761-24-0831 

営業時間 /空の駅こまつ（１階）7:15～19:35
空カフェ（2階）7:05～ 19:45 年中無休

六
次
産
業
・
地
域
産
業
・
交
流

の
拠
点
と
し
て
の
期
待
を
担
っ
て

と
な
っ
て
い
る
。
小
松
市
で
も
二
〇
一
〇
年

四
月
に
、「
道
の
駅
こ
ま
つ
木
場
潟
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
連
日
多
く
の
地
元
客
、
観
光
客

が
訪
れ
、
地
産
地
消
、
地
産
他
消
、
そ
し

て
小
松
の
観
光
物
産
情
報
の
発
信
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

小
松
空
港
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
空
の
駅

こ
ま
つ
」
は
「
道
の
駅
こ
ま
つ
木
場
潟
」

と
合
わ
せ
て
、
小
松
の
魅
力
を
よ
り
効
果

的
に
発
信
す
る
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

大勢の観光客、地元客で賑わう
道の駅こまつ木場潟。
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松
市
は
石
川
県
最
大
、
北
陸
で
も
有

数
の
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
。
主

な
品
種
は
「
桃
太
郎
は
る
か
」
と
「
り
ん
か

４
０
９
」
で
、
五
十
九
軒
の
ト
マ
ト
農
家
が

栽
培
し
、
年
間
一
五
〇
〇
ト
ン
を
出
荷
し
て

い
る
。

　

小
松
の
ト
マ
ト
栽
培
は
ハ
ウ
ス
で
の
養

液
栽
培
が
主
流
。
地
面
に
苗
を
植
え
ず
、
熱

処
理
し
た
も
み
殻
を
入
れ
た
容
器
に
根
を

張
ら
せ
て
養
液
肥
料
を
与
え
る
。
こ
の
方

法
だ
と
農
薬
を
大
幅
に
減
ら
し
、
ト
マ
ト

が
効
率
的
に
栄
養
を
吸
収
し
、
味
が
濃
い

ト
マ
ト
が
育
つ
。

　

J
A
小
松
市
施
設
園
芸
部
会
の
北
会
長

は
、「
小
松
の
ト
マ
ト
農
家
は
常
に
勉
強
会

を
開
き
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
良
い

ト
マ
ト
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
か
ら
、

技
術
が
高
く
、
養
液
栽
培
に
よ
る
低
農
薬
の

ト
マ
ト
は
美
味
し
く
て
酸
味
と
コ
ク
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
」
と
胸
を
張
る
。

　

J
A
小
松
市
が
六
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
北
陸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
の
食
品

栄
養
学
科
な
ど
と
協
力
し
て
開
発
し
、
平
成

二
十
一
年
に
発
売
を
開
始
し
た
ト
マ
ト
カ
レ
ー

は
、
そ
の
翌
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
こ
ま

つ
木
場
潟
で
の
販
売
も
追
い
風
と
な
り
、
た
ち

ま
ち
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
二
年

度
に
は
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
平
成

二
十
六
年
に
は
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
銀
賞
を

受
賞
。
現
在
は
マ
イ
ル
ド
、
ヘ
ル
シ
ー
、
プ
レ

ミ
ア
ム
の
3
種
類
を
販
売
し
、
今
年
三
月
ま

で
の
累
計
で
三
十
七
万
個
を
売
り
上
げ
て
い
る
。

小

農家の情熱がぎゅっと詰まった小松のトマトはずっしりと重く、
味が濃い。

農
家
の

情
熱
が

詰
ま
っ
た

小
松
市
産
ト
マ
ト

六
次
産
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲

道の駅こまつ木場潟内のレストランではフレッシュ
なトマトの角切りが乗ったトマトカレーも人気。

トマトカレーやトマトカレーおかきなど JA小松市のトマトの加工品は、小松空港の「空の駅こまつ」や「道の駅こまつ木場潟」などで購入可能。

トマト栽培の ICT化に取り組む本田農園の本田雅弘さん。

スマートフォンでハウス
内の状況が確認できる。

　

大
手
建
機
メ
ー
カ
ー
の
コ
マ
ツ
、
Ｊ
Ａ
小

松
市
及
び
小
松
市
の
連
携
事
業
「
こ
ま
つ
・

ア
グ
リ
ウ
エ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
現
在
、

小
松
と
ま
と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
I
C
T
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
ベ
テ
ラ
ン

農
家
の
知
識
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
作
業
を
、

ハ
ウ
ス
内
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
か
ら
収
集

し
た
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
生

産
工
程
の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
い
う
試
み
。
こ
の
I
C
T
化
に
よ

り
次
世
代
農
家
の
育
成
や
、
産
地
力
の
強
化

が
期
待
さ
れ
る
。

ト
マ
ト
栽
培
の
I
C
T
化
が

ス
タ
ー
ト

　　

こ
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
に
は
、
生
産
量
の
二

～
三
パ
ー
セ
ン
ト
出
て
し
ま
う
規
格
外
の
ト

マ
ト
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
活
用
に

よ
り
農
家
の
収
益
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
Ｊ
Ａ
小
松
市
施
設
園
芸
部
会
で
は
「
今
ま

で
見
栄
え
が
悪
い
だ
け
で
市
場
に
出
荷
で
き

な
か
っ
た
ト
マ
ト
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
え

る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
お
陰
様
で
小

松
で
は
都
会
か
ら
U
タ
ー
ン
で
農
家
を
す
る

人
も
増
え
て
い
る
し
、
年
配
者
も
若
い
人
も

お
互
い
に
頑
張
っ
て
い
て
小
松
の
農
家
は
元

気
が
あ
る
。
今
後
も
小
松
市
の
六
次
産
業
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
期
待
し
て
い
る
し
、
協
力

も
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

  

Ｊ
Ａ
小
松
市
で
は
、
ト
マ
ト
カ
レ
ー
の
他
に

も
ト
マ
ト
を
使
っ
た
万
能
ソ
ー
ス
や
、
ヒ
ッ

ト
商
品
の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
の
味
を
凝
縮
し
た

ト
マ
ト
カ
レ
ー
お
か
き
な
ど
、
ト
マ
ト
を
活

用
し
た
加
工
食
品
を
次
々
と
開
発
し
て
お
り
、

こ
の
五
月
に
は
大
麦
ピ
ュ
ー
レ
を
使
用
し
た

ト
マ
ト
ス
ー
プ
の
発
売
も
予
定
し
て
い
る
。

ＪＡ小松市野菜集出荷場で朝採れトマトが選
別され、県内や京阪神の市場に出荷される。



環境王国部門で特別優秀賞を受賞した西太兵衛氏。
（第 16回大会）

国際総合部門で金賞を受賞した護国寺生産グル
ープの竹村敏則氏。（第 16回大会）
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大人気の「藤子ばあちゃんのまごころ
米」。生水さんのお母さん、藤子おば
あちゃんは現在 9 4歳。91歳まで若い
人たちと一緒に田んぼに出ていた。

山あいの田んぼの前で若い社員たちと。右から三番目が生水さん。

　

小
松
市
の
中
山
間
地
域
、
那
谷
町
で
代
々

農
業
を
営
ん
で
き
た
農
家
の
四
代
目
と
し

て
生
ま
れ
た
生
水
さ
ん
。
昭
和
四
十
年
、

生
水
さ
ん
が
高
校
三
年
生
の
時
に
お
父
さ

ん
が
他
界
し
、
お
母
さ
ん
と
二
人
で
農
業

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
将
来
は
合
理
的

で
大
規
模
な
農
業
を
目
指
さ
な
い
と
ダ
メ

だ
と
感
じ
て
い
た
。

　

法
人
化
し
た
の
は
平
成
元
年
。
当
時
は
ま
だ

食
糧
管
理
法
制
度
の
下
だ
っ
た
の
で
、
米
を
自

由
に
売
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
将
来
は

自
分
で
丹
精
込
め
て
作
っ
た
米
を
直
接
消
費
者

に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
の
思
い

に
先
行
し
た
法
人
化
で
あ
っ
た
。

　

平
成
八
年
に
食
糧
管
理
法
が
廃
止
さ
れ
る
。

生
水
さ
ん
は
「
食
糧
管
理
法
が
廃
止
に
な
っ
た

時
は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
」
と
言
う
。　

　

そ
の
後
、
人
の
紹
介
で
東
京
の
百
貨
店
と

の
取
引
が
始
ま
り
、
お
客
さ
ん
が
少
し
ず
つ

増
え
て
来
た
。
お
客
さ
ん
が
増
え
る
と
百
貨

店
も
喜
ん
で
く
れ
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
し
い

百
貨
店
と
の
取
引
も
生
ま
れ
た
。

　

生
水
さ
ん
の
稲
づ
く
り
は
、
い
い
土
づ
く

り
か
ら
始
ま
る
。
生
ワ
ラ
を
肥
料
と
し
て
鋤

き
込
ん
だ
り
、
有
機
ボ
カ
シ
肥
料
を
用
い
て

強
い
土
壌
を
作
る
。
そ
し
て
、
霊
峰
白
山
か

ら
流
れ
出
る
山
あ
い
の
清
流
が
お
米
を
美
味

し
く
す
る
。

　

こ
こ
十
年
ほ
ど
は
香
港
の
物
産
展
に
参
加

し
て
、
徐
々
に
香
港
の
富
裕
層
に
そ
の
味
と

　

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が
平
成
十
二
年
か

ら
行
っ
て
い
る
世
界
一
の
米
の
生
産
者
を

決
め
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
今
年
の
十
一
月

二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両
日
、
こ
ま
つ
芸

術
劇
場
う
ら
ら
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

　

昨
年
の
十
一
月
に
青
森
県
田
舎
舘
村
で
行

わ
れ
た
第
十
六
回
大
会
で
は
、
小
松
市
五
国

寺
町
の
護
国
寺
生
産
グ
ル
ー
プ
が
コ
ン
ク
ー

ル
の
最
高
栄
誉
の
賞
で
あ
る
国
際
総
合
部
門

で
金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
環
境
王
国
認
定
自

治
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
環
境
王
国
部
門
で

も
小
松
市
高
堂
町
の
西
太た

へ

い
兵
衛
氏
が
特
別
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

J
A
小
松
市
と
小
松
市
で
は
、
毎
年
小
松

市
産
米
を
対
象
と
し
た
「
環
境
王
国
こ
ま
つ

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
き
た
が
、

今
年
は
国
際
大
会
金
賞
受
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
さ
せ
、
第
十
七
回
大
会
で
の
小
松
市

産
米
の
連
続
金
賞
受
賞
と
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
る
。

品
質
が
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
昨
年
、

昨
年
と
三
〇
％
ほ
ど
ず
つ
売
上
が
増
え
て
い

る
。「
五
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本
食
、
日
本
の

食
材
へ
の
注
目
度
が
と
て
も
高
ま
っ
て
い
る
」

と
生
水
さ
ん
。
将
来
は
全
収
穫
量
の
二
割
ほ

ど
は
海
外
に
輸
出
し
た
い
と
言
う
。

　

昨
年
の
六
月
に
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
施
設
と

道
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
た
。

自
分
た
ち
で
一
生
懸
命
作
っ
た
も
の
を
お
客
さ

ん
が
ど
う
反
応
し
て
く
れ
る
か
、
自
分
で
見
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

　

若
い
頃
に
描
い
た
農
業
へ
の
思
い
を
着
実
に

実
現
し
て
き
た
生
水
さ
ん
。
米
を
一
生
懸
命

作
っ
て
売
る
だ
け
で
な
く
、
中
山
間
地
の
作
り

に
く
い
田
ん
ぼ
で
も
守
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
、
地
域
を
守
る
こ
と
も
使
命
だ
と
言
う
。

　

昨
年
は
環
境
王
国
こ
ま
つ
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
生
水
さ
ん
だ
が
、

今
年
は
小
松
で
開
催
さ
れ
る
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
で
の
入
賞
を

目
指
し
、
米
作
り
に
励
ん
で
い
る
。

全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
。
小
松
市
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ

第
十
七
回

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
を
小
松
で
開
催
！

国
内
外
最
大
規
模
の

お
米
コ
ン
ク
ー
ル

中
山
間
地
の
田
ん
ぼ
を
守
り
、

海
外
へ
も
進
出
す
る
注
目
農
家

霊
峰
白
山
と

小
松
人
気
質
が
育
て
る

小
松
市
産
の
お
米

　

石
川
県
の
南
部
に
位
置
す

る
小
松
市
。
市
の
東
側
に
は

霊
峰
白
山
か
ら
つ
ら
な
る

山
々
が
あ
る
。
小
松
市
を
含

め
た
加
賀
平
野
の
土
壌
は
、

白
山
の
噴
火
活
動
で
降
り
積

も
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
も

の
で
、
白
山
連
峰
の
雪
解
け

水
が
伏
流
水
と
な
り
、
自
然

の
ミ
ネ
ラ
ル
を
平
野
部
に
満

た
し
て
く
れ
る
。

　

そ
の
豊
か
な
環
境
と
、
農

業
を
愛
し
、
粘
り
強
い
小
松

人
気
質
が
、
お
い
し
い
小
松

の
お
米
を
育
て
る
の
だ
。

有限会社ジャパンファーム 
代表取締役社長
生水敏雄さん
小松市那谷町り56番地
TEL 0761-65-3308
http://jfarm.jp/


